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釋
亡
名
―
中
國
南
北
朝
末
期
（
六
世
紀
）
の
知
識
人

西
脇

常
記

は
じ
め
に

以
下
の
小
論
で
は
、
北
周
の
武
帝
（
在
位
：
五
四
三
―
五
七
八
）
の
時
代
、
つ
ま
り
南
北
朝
末
期
に
活
躍
し
た
知
識
人
の
足
跡
を
辿
っ

て
、
こ
の
時
代
の
思
想
的
風
潮
の
點
描
を
試
み
る
。
な
ぜ
こ
の
時
代
を
選
ん
だ
か
と
言
え
ば
、
い
ま
だ
漠
然
た
る
考
え
で
は
あ
る
が
、
武

帝
の
廢
佛
前
後
が
一
つ
の
分
水
嶺
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

佛
敎
は
す
で
に
社
會
に
浸
透
し
て
お
り
、
道
敎
は
そ
れ
に
觸
發
さ
れ
て
勢
力
を
伸
ば
し
て
き
た
。
そ
し
て
武
帝
の
廢
佛
を
契
機
に
、
そ

れ
ら
は
國
家
權
力
の
一
層
強
い
管
理
下
に
步
む
こ
と
を
方
向
づ
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
國
家
權
力
を
支
え
る
柱
で
あ
る
儒
敎
が
新
た
な
力

を
得
て
再
び
勢
い
を
も
つ
の
は
北
宋
の
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
は
、
ま
だ
數
百
年
の
長
い
時
閒
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
地
下
で

は
、
す
で
に
そ
の
流
れ
は
始
ま
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
例
え
ば
、
武
帝
の
廢
佛
に
異
を
と
な
え
た
道
安
は
、
佛
敎
の
優
越
を
説
く
「
二
敎
論
」
を
著
し
た
。
そ

の
弟
子
、
寶
貴
の
編
纂
し
た
『
合
部
金
光
明
經
』
に
つ
い
て
『
續
高
僧
傳
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
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貴
は
群
典
を
翫
閲
し
、
講
律
を
務
と
爲
す
。
晉
世
の
支
敏
度
、
五
家
の
首
楞
嚴
を
合
し
て
一
本
八
卷
と
爲
し
、
又
、
三
家
の
維
摩
經

を
合
し
て
一
本
五
卷
と
爲
し
、
隋
の
沙
門
僧
就
、
四
家
の
大
集
を
合
し
て
一
本
六
十
卷
と
爲
す
を
見
、
貴
、
乃
ち
三
家
の
金
光
明
を

合
し
て
一
本
八
卷
と
爲
す
。
復
た
崛
多
三
藏
に
銀
主
陀
羅
尼
、
及
び
囑
累
品
を
譯
せ
ん
こ
と
を
請
い
、
之
を
以
て
部
を
成
す
に
足
り
、

沙
門
彦
琮
、
重
ね
て
梵
本
を
覆
し
、
品
部
、
斯
に
具
わ
れ
り
（T.

50,6
30b1

8-24

）。

寶
貴
は
、
先
人
、
支
敏
度
の
『
合
首
楞
嚴
經
』『
合
維
摩
詰
經
』、
僧
就
の
『
合
大
集
經
』
の
作
品
を
見
て
、
曇
無
讖
・
眞
諦
・
夜
舍
崛
多

『
金
光
明
經
』
を
合
わ
せ
た
『
合
部
金
光
明
經
』
を
作
っ
た
。
そ
の
際
に
は
、
沙
門
彦
琮
が
校
閲
に
加
わ
っ
た
。
翻
譯
さ
れ
た
作
品
を
整

備
し
て
、
完
全
な
テ
キ
ス
ト
を
作
ろ
う
と
す
る
空
氣
が
出
て
來
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
經
典
全
體
の
理
解
が
進
み
、
經
典
硏

究
は
深
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
吉
藏
『
金
光
明
經
疏
』
や
天
台
智
顗
『
金
光
明
玄
義
』
は
そ
の
成
果
で
あ
る
。

新
し
い
流
れ
は
、
僧
侶
ば
か
り
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
士
大
夫
も
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
着
實
に
新
し
い
道
を
步
ん
で
い
た
。

人
は
し
ば
し
ば
、
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
自
ら
を
振
り
返
り
、
遺
戒
や
自
傳
を
殘
す
。
小
論
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、

時
代
の
空
氣
や
思
想
の
生
き
た
姿
を
見
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

第
一
章

幼
年
期
の
敎
育
に
つ
い
て

個
々
の
自
傳
や
遺
令
を
取
り
上
げ
る
前
に
、
こ
こ
で
、
彼
ら
が
幼
い
頃
に
受
け
た
敎
育
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
そ
こ
に
も
時
代
の
流
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れ
は
影
を
落
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

三
世
紀
の
魏
の
鍾
會
（
二
二
五
―
二
六
四
）
は
、
十
五
歳
で
太
學
に
入
る
ま
で
に
母
か
ら
受
け
た
敎
育
に
つ
い
て
、「
四
歳
、
孝
經
を

授
け
、
七
歳
、
論
語
を
誦
し
、
八
歳
、
詩
を
誦
し
、
十
歳
、
尚
書
を
誦
し
、
十
一
、
易
を
誦
し
、
十
二
、
春
秋
左
氏
傳
・
國
語
を
誦
し
、

十
三
、
周
禮
・
禮
記
を
誦
し
、
十
四
、
成
侯
易
記
を
誦
す
」

と
述
べ
て
い
る
。

（１）

ま
た
、
彼
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
、
晉
の
羊
祜
（
二
二
一
―
二
七
八
）
も
、
父
か
ら
受
け
た
敎
育
を
振
り
返
っ
て
、「
吾
、
少
く
し
て
先
君

わ
か

の
敎
え
を
受
け
、
能
言
の
年
、
便
ち
召
ぐ
に
典
文
（
經
書
）
を
以
て
す
。
年
、
九
歳
、
便
ち
誨
う
に
詩
書
を
以
て
す
る
も
、
然
る
に
尚
お

つ

猶
お
鄕
人
の
稱
れ
無
く
、
淸
異
の
名
無
し
」

と
述
べ
る
。

（２）

漢
代
に
は
成
立
し
て
い
た
儒
敎
の
經
典
の
一
つ
で
あ
る
『
禮
記
』
内
則
に
は
、「
六
年
、
之
に
數
と
方
の
名
を
敎
う
。
七
年
、
男
女
、

席
を
同
じ
く
せ
ず
、
食
を
共
に
せ
ず
。
八
年
、
門
戸
を
出
入
し
、
及
び
席
に
卽
き
て
飮
食
す
る
に
、
必
ず
長
者
に
後
れ
、
始
め
て
之
に
讓

を
敎
う
。
九
年
、
之
に
日
を
數
う
る
を
敎
う
。
十
年
、
出
で
て
外
傅
に
就
き
、
外
に
居
宿
し
、
書
計
を
學
び
、
衣
は
帛
の
襦
袴
に
あ
ら
ず
、

禮
は
初
め
に

帥

い
、
朝
夕
、
幼
儀
を
學
び
、
簡
諒
を
請
い
肄
う
。
十
有
三
年
、
樂
を
學
び
、
詩
を
誦
し
、
勺
を
舞
い
、
成
童
、
象
を
舞

し
た
が

な
ら

い
、
射
御
を
學
ぶ
。
二
十
に
し
て
、
而
し
て
冠
し
、
始
め
て
禮
を
學
び
、
以
て
裘
帛
を
衣
る
可
く
、
大
夏
を
舞
い
、
惇
く
孝
弟
を
行
い
、

き

博
く
學
ぶ
も
敎
え
ず
、
内
に
し
て
、
而
し
て
出
で
ず
」

と
見
え
る
。
鍾
會
や
羊
祜
が
受
け
た
敎
育
は
こ
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（３）

儒
敎
が
國
敎
に
な
っ
た
漢
以
降
、
役
人
に
な
る
に
は
、
儒
敎
の
經
書
學
習
が
求
め
ら
れ
た
。
鍾
會
ら
の
時
代
に
は
、
科
擧
す
な
わ
ち
官
吏

登
用
試
驗
は
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
が
、
羊
祜
が
「
鄕
人
之
稱
」
と
か
「
淸
異
之
名
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
經
典
に
通
じ
て
い
る
と
い
う

評
判
が
官
吏
推
薦
を
得
る
近
道
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
幼
い
時
か
ら
經
典
習
得
に
心
血
が
注
が
れ
る
の
は
、
後
の
科
擧
時
代
と
變
わ
ら

な
か
っ
た
。
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鍾
會
や
羊
祜
の
活
躍
す
る
時
代
に
は
、
中
國
全
土
を
統
一
す
る
王
朝
は
す
で
に
消
え
て
お
り
、
思
想
界
で
は
道
家
の
哲
學
（
玄
學
）
が

流
行
し
て
い
た
。
そ
の
風
潮
は
、
彼
ら
と
同
時
代
人
で
あ
っ
た
王
昶
（
？
―
二
五
九
）
の
以
下
の
例
に
見
て
取
れ
よ
う
。
彼
は
兄
の
子
つ

ま
り
甥
た
ち
と
息
子
た
ち
に
自
ら
の
人
生
觀
を
示
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
生
き
る
こ
と
を
旨
と
す
る
「
戒
め
」
を
贈
っ
て
い
る
。
甥
や
息
子

た
ち
に
名
字
を
つ
け
た
が
、
そ
こ
に
彼
の
立
場
は
す
で
に
示
さ
れ
て
い
る
。
兄
の
子
の
默
の
字
は
處
靜
、
沈
の
字
は
處
道
、
息
子
の
渾
の

字
は
玄
沖
、
深
の
字
は
道
沖
で
あ
り
、
彼
ら
が
役
人
と
な
っ
て
も
謙
虛
と
質
實
を
持
ち
續
け
よ
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

「
戒
め
」
は
ま
ず
、「
夫
れ
人
、
子
の
道
を
爲
す
に
、
身
を
寶
と
し
、
行
を
全
く
し
、
以
て
父
母
を
顯
わ
す
よ
り
大
な
る
は
莫
し
」
と
、

『
孝
經
』
開
宗
明
義
章
の
冒
頭
「
身
體
髮
膚
、
之
を
父
母
に
受
け
、
敢
え
て
毀
傷
せ
ざ
る
は
、
孝
の
始
め
な
り
。
立
身
行
道
、
名
を
後
世

に
揚
げ
、
以
て
父
母
を
顯
わ
す
は
、
孝
の
終
な
り
」
を
引
い
て
儒
敎
の
敎
え
か
ら
始
め
、
そ
れ
に
續
け
て
「
汝
ら

曹

、
身
を
立
て
己
を

と
も
が
ら

行
い
、
儒
者
の
敎
え
に
遵
い
、
道
家
の
言
を
履
ま
使
め
ん
と
欲
す
。
故
に
玄
默
・
沖
虛
を
以
て
名
と
爲
し
、
汝
ら
曹
、
名
を
顧
み
義
を
思

い
、
敢
え
て
違
越
せ
ざ
ら
使
め
ん
と
欲
す
。
古
者
、
盤
杅
に
銘
有
り
、
几
杖
に
誡
有
り
て
、
俯
仰
し
て
焉
を
察
し
、
用
て
過
行
無
か
ら
し

い
に
し
え

こ
れ

む
。
況
ん
や
己
の
名
に
在
り
、
之
を
戒
め
ざ
る
可
け
ん
や
」

と
言
う
。
こ
こ
に
は
、
士
大
夫
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
儒
家
と
道

（４）

家
の
兩
思
想
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
思
想
は
相
補
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
戒
め
」
は
、
官

界
で
無
事
に
過
ご
す
こ
と
を
眼
目
に
説
か
れ
て
お
り
、
立
場
は
廣
い
意
味
で
政
治
的
と
言
え
る
。

彼
ら
が
活
躍
し
た
三
世
紀
か
ら
、
六
世
紀
末
の
隋
の
統
一
ま
で
、
中
國
の
政
治
混
亂
は
ま
す
ま
す
深
ま
る
。
こ
の
閒
、
儒
敎
經
典
に
基

づ
く
、
正
し
く
言
え
ば
、
儒
敎
經
典
を
支
え
た
思
想
の
地
位
は
大
き
く
變
わ
っ
て
行
く
。
そ
の
こ
と
を
よ
く
傳
え
る
一
例
と
し
て
、
六
世

紀
、
北
周
の
武
帝
に
も
仕
え
た
王
褒
の
「
幼
訓
」

を
紹
介
し
た
い
。（

）
内
は
筆
者
の
注
記
で
あ
る
。

（５）
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陶
士
行
（
陶
侃
。
二
五
九
―
三
三
四
）
曰
わ
く
、
昔
、
大
禹
は
尺
璧
（
直
徑
一
尺
も
あ
る
大
き
な
玉
璧
）
を
吝
し
ま
ず
、
而
し
て
寸
陰
を
重

ん
ず
（
『
淮
南
子
』
原
道
訓
に
「
聖
人
不
貴
尺
之
璧
、
而
重
寸
之
陰
」
）
と
。
文
士
、
何
ん
ぞ
書
を
誦
せ
ず
、
武
士
、
何
ん
ぞ
馬
射
せ
ざ
る
や
。

若
し
乃
ち
玄
冬
に
、
夜
を
脩
め
、
朱
明
に
、
日
を
永
く
し
、
其
の
居
處
を

肅

え
、
其
の
牆
仞
を
崇
く
す
れ
ば
、
門
に
糅
雜
無
し
。

ふ

ゆ

な

つ

と
と
の

も

ん

こ
ん
ら
ん

坐
は
號
呶
を
闕
き
、
之
を
以
て
學
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
仲
尼
（
孔
子
）
の
門
人
な
り
。
之
を
以
て
文
を
爲
せ
ば
、
則
ち
賈
生
（
賈
誼
）

の
升
堂
（
高
弟
）
な
り
。
古
者
、
盤
盂
（
皿
と
湯
飮
）
に
銘
有
り
、
几
杖
（
床
几
と
杖
）
に
誡
有
り
て
、
進
退
す
る
に
焉
に
循
い
、
俯
仰

い
に
し
え

こ
れ

し
て
焉
を
觀
る
（
『
魏
志
』
卷
二
七
、
王
昶
傳
に
、「
古
者
盤
杅
有
銘
、
几
杖
有
誡
、
俯
仰
察
焉
、
用
無
過
行
」
）
。
文
王
の
詩
に
曰
わ
く
、
初
め

こ
れ

有
ら
ざ
る
靡
く
、
克
く
終
り
有
る
こ
と
鮮
し
（
大
雅
「
蕩
」
）
。
立
身
行
道
、
終
始
、
一
の
若
し
。
造
次
（
と
っ
さ
の
場
合
）
も
必
ず
是

に
於
い
て
す
る
は
（
『
論
語
』
里
仁
篇
）
、
君
子
の
言
な
る
か
な
。
儒
家
は
則
ち
尊
卑
等
差
、
吉
凶
降
殺
あ
り
。
君
、
南
面
し
、
而
し
て

臣
、
北
面
す
る
は
、
天
地
の
義
な
り
。
鼎
俎
、

奇

に
し
て
、
而
し
て
籩
豆
、

偶

な
る
は
、
陰
陽
の
義
な
り
（
『
禮
記
』
郊
特
牲
）
。

き
す
う

ぐ
う
す
う

道
家
は
則
ち
、
支
體
を
墮
ち
、
聰
明
を
黜
け
、
義
を
棄
て
仁
を
絶
ち
、
形
を
離
れ
智
を
去
る
（
『
莊
子
』
大
宗
師
篇
に
「
仲
尼
蹵
然
曰
、

こ
ぼ

何
謂
坐
忘
。
顏
回
曰
、
墮
枝
體
、
黜
聰
明
、
離
形
去
知
、
同
於
大
通
、
此
謂
坐
忘
」
）
。
釋
氏
の
義
、
苦
を
見
て
習
い
を
斷
ち
、
滅
を
證
し
道

に
循
い
（
『
過
去
現
在
因
果
經
』
卷
三
「
是
故
汝
今
應
當
知
苦
斷
習
、
證
滅
修
道
」
）
、
因
を
明
ら
か
に
し
て
果
を
辨
じ
、
凡
に
偶
い
て
聖
を
成

あ

す
。
斯
れ
敎
の
等
差
を
爲
す
と
雖
も
、
而
る
に
義
、
汲
引
に
歸
す
。
吾
、
幼
學
（
十
歳
）
に
始
め
（
『
禮
記
』
曲
禮
上
篇
に
、
「
人
生
十
年

曰
幼
、
學
」
。
そ
の
鄭
注
に
、「
名
曰
幼
、
時
始
可
學
也
」
）
、
知
命
（
五
十
歳
）
に
及
び
、
既
に
周
孔
の
敎
え
を
崇
び
、
兼
ね
て
老
釋
の
談
に

循
い
、
江
左
以
來
、
斯
の
業
、
墜
ち
ず
。
汝
、
能
く
之
を
脩
む
る
は
、
吾
の
志
な
り
。

王
褒
は
、
息
子
た
ち
に
勉
學
に
勵
む
よ
う
に
謂
う
が
、
儒
敎
の
み
な
ら
ず
、
道
家
（
道
敎
）
そ
し
て
佛
敎
も
學
ぶ
べ
き
と
言
い
切
る
。
儒
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者
（
士
大
夫
）
の
口
か
ら
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
出
來
る
ほ
ど
、
彼
ら
の
生
き
る
世
界
は
變
化
し
て
い
た
。
儒
敎
だ
け
で
生
き

て
行
け
る
時
代
で
は
な
く
、
舊
い
價
値
觀
は
く
ず
れ
て
、
新
し
い
世
界
に
ふ
さ
わ
し
い
思
想
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
に

置
か
れ
た
知
識
人
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
試
行
し
、
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
表
現
し
て
行
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
南
北
朝
末
期
に

勢
力
を
も
っ
た
の
は
佛
敎
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
對
す
る
知
識
人
の
姿
勢
も
徐
々
に
變
化
し
、
深
化
し
て
い
っ
た
。
單
な
る
知
識
で
は
な
く
、

生
き
方
の
中
に
入
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
章
か
ら
人
物
を
取
り
あ
げ
る
が
、
基
本
と
な
っ
た
史
料
は
、
上
に
も
見
え
る
唐
の
律
僧
、
道
宣
（
五
九
六
―
六
六
七
）
の
撰
述
し
た

『
續
高
僧
傳
』
で
あ
る
。
こ
の
數
年
、
筆
者
の
斷
續
的
に
讀
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。『
續
高
僧
傳
』
は
、
編
纂
時
期
に
よ
っ
て
テ
キ
ス

ト
異
同
の
問
題
が
あ
り
、
ま
た
文
章
そ
の
も
の
も
、
推
敲
を
經
て
い
る
こ
と
が
疑
わ
し
い
ほ
ど
整
っ
て
い
な
い
部
分
を
多
く
殘
し
て
い
る

が
、
今
は
こ
れ
に
據
り
基
本
的
に
大
正
藏
テ
キ
ス
ト
を
用
い
る
。

第
二
章

釋
亡
名
に
つ
い
て

第
一
節

『
歷
代
三
寶
記
』
の
記
述

『
歷
代
三
寶
記
』
卷
十
一
に
は
、「
至
道
論
」
以
下
、
十
二
の
亡
名
の
作
品
が
列
擧
さ
れ
、
そ
の
後
に
彼
の
傳
記
が
以
下
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。（

）
内
は
筆
者
の
注
記
と
補
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

（
以
上
は
）
北
周
の
武
帝
の
世
の
忘
名
の
作
品
。
忘
名
の
俗
姓
は
宗
、
諱
は
失
わ
れ
た
。
南
陽
（
湖
北
省
）
の
出
身
。
梁
の
竟
陵
王
の

マ

マ
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近
臣
で
、
妻
は
娶
ら
な
か
っ
た
。
梁
が
滅
ん
で
出
家
し
、
名
を
改
め
蜀
（
四
川
）
に
上
っ
た
。
齊
王
（
宇
文
憲
。
北
周
の
太
祖
、
宇
文
泰

の
五
男
）
は
、
都
に
戻
っ
た
時
に
皇
帝
に
會
い
に
行
く
こ
と
を
忘
名
に
勸
め
た
。
帝
は
、
忘
名
が
も
と
も
と
沙
門
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
還
俗
を
迫
っ
た

。
同
時
に
少
保
の
蜀
郡
公
に
命
じ
て
、
別
に
書
簡
を
認
め
忘
名
を
説
得
さ
せ
た
が
、
忘
名
は
返
事
の
手
紙
の

（６）

中
で
、
還
俗
で
き
な
い
六
つ
の
理
由
を
述
べ
た
。
そ
の
最
後
の
部
分
で
次
の
よ
う
に
言
う
。「
沙
門
は
持
戒
し
、
心
と
口
が
一
致
す

る
も
の
で
す
。
列
擧
し
た
六
つ
の
箇
條
に
、
も
し
一
つ
で
も
誑
く
こ
と
が
あ
れ
ば
、
生
き
て
い
る
閒
は
、
天
が
お
し
つ
ぶ
し
、
神
靈

が
滅
ぼ
し
、
死
ね
ば
、
鐵
の
鉗
子
は
（
舌
を
）
拔
き
、
熱
く
融
け
た
銅
が
（
口
に
）
濯
が
れ
ま
す
。
天
上
の
日
・
月
・
星
の
三
光
を
仰

ぎ
い
た
だ
い
て
、
六
十
年
、
生
き
て
き
ま
し
た
が
、
人
の
見
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
も
惡
い
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ま
し
て
や

明
る
い
所
で
は
、
な
お
さ
ら
で
す
。
ま
た
故
鄕
は
す
っ
か
り
失
わ
れ
、
一
族
は
亡
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
は
何
も
の
で
し
ょ
う

か
、
ひ
と
り
生
き
な
が
ら
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。
誠
に
山
の
中
に
身
を
隱
し
、
心
を
世
俗
の
外
に
保
つ
こ
と
を
得
て
、
殘
り
の
命
を

維
持
し
、
慧
業
に
勵
む
、
こ
れ
が
本
懷
で
す
。
身
體
を
寺
院
に
寄
せ
、
京
都
で
乞
食
し
、
行
道
に
打
ち
込
み
、

緣

に
從
い
人
々
を

み

や

こ

え
に
し

敎
化
す
る
。
こ
れ
が
次
の
願
い
で
す
。
も
し
こ
れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
世
俗
を
離
れ
た
山
閒
に
獨
り
住
み
、
心
亂
れ
た
ま
ま
こ
の
世

界
に
長
く
住
み
續
け
る
こ
と
が
ど
う
し
て
で
き
ま
し
ょ
う
か
」
。
文
集
十
卷
が
あ
る
。
文
章
は
淸
素
が
多
く
、
言
葉
は
常
に
善
を
勸

め
、
質
實
で
、
華
美
を
と
り
去
り
、
世
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
（
卷
十
二
、T.4

9,10
1a18

-b3

）。

こ
の
記
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
亡
名
は
南
陽
出
身
の
知
識
人
で
あ
り
、
後
梁
に
仕
え
た
。
國
が
滅
び
る
と
、
江
陵
か
ら
蜀
に
逃
れ

て
僧
侶
と
な
っ
た
。
し
か
し
蜀
の
地
も
や
が
て
北
周
に
支
配
さ
れ
、
還
俗
を
迫
ら
れ
る
が
、
出
家
の
意
志
は
固
く
翻
意
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
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『
歷
代
三
寶
記
』
の
作
者
は
、
隋
の
費
長
房
で
あ
り
、
彼
は
成
都
（
蜀
）
の
出
身
で
あ
る
。
北
周
の
廢
佛
の
際
に
は
國
家
の
命
に
從
い
、

一
時
還
俗
し
、
隋
に
な
っ
て
佛
敎
が
再
興
さ
れ
る
と
、
あ
ら
た
め
て
出
家
し
た
。
や
が
て
翻
譯
事
業
が
再
開
さ
れ
、
彼
は
翻
經
學
士
に
任

ぜ
ら
れ
、
經
錄
（
佛
典
目
錄
）
作
成
に
勤
め
た
。
二
人
は
少
し
時
代
が
離
れ
る
が
、
異
な
る
道
を
步
ん
で
最
後
は
僧
侶
と
し
て
一
生
を
終

え
て
い
る
。
二
人
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
國
家
の
興
亡
が
短
期
閒
に
く
り
返
さ
れ
る
時
代
の
知
識
人
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
命
に

ひ
き
ず
ら
れ
な
が
ら
も
、
個
々
の
道
を
步
ん
で
い
っ
た
足
跡
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
運
命
と
い
う
偶
然
に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
ど
う
步
く
か

は
個
々
人
が
意
識
的
に
選
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節

「
寶
人
銘
」（
絶
學
箴
・
息
心
讚
）
の
自
序

亡
名
が
還
俗
で
き
な
い
理
由
を
述
べ
た
時
、
彼
は
す
で
に
六
十
歳
で
あ
っ
た
。
も
う
人
生
の
最
終
の
路
を
步
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
が
、

彼
は
自
分
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
上
の
『
歷
代
三
寶
記
』
の
他
に
、
道
宣
の
『
續
高
僧

傳
』
に
も
あ
る
。
後
者
は
、
前
者
に
基
づ
き
な
が
ら
も
よ
り
詳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
彼
の
作
品
「
寶
人
銘
」

を
載

（７）

せ
る
。
こ
れ
は
「
絶
學
箴
」
あ
る
い
は
「
息
心
讚
」
と
も
呼
ば
れ
、
序
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
序
、
あ
る
い
は
自
傳
と
言
え
よ

う
。「
寶
人
銘
」
を
書
い
た
亡
名
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
こ
の
作
品
を
生
み
出
し
た
か
、
著
者
自
ら
が
語

っ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
、
注
を
加
え
て
引
用
し
て
み
る
。

「
余
れ
十
五
に
し
て
、
而
し
て
文
を
屬
る
を
尚
び
、
三
十
に
し
て
而
し
て
勢
位
を
重
ん
ず
」。
こ
れ
は
、
『
論
語
』
爲
政
篇
「
子
曰
、
吾
十

つ
づ

有
五
而
志
于
學
、
三
十
而
立
。
云
々
」
に
基
づ
く
表
現
。
「
京
都
喪
亂
し
、
冠
冕
淪
沒
し
、
海
内
の
知
識
、
零
落
し
て
殆
ん
ど
盡
く
る
に
値
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い
、
乃
ち
喟
然
と
し
て
嘆
じ
て
曰
わ
く
、
夫
れ
以
う
に
、
迴
天
倒
日
の
力
も
、
一
旦
、
早
に
凋
み
、
岱
山
磐
石
の
固
き
も
、
忽
焉
と

お
も

燼
滅
す
。
定
め
て
知
る
、
世
相
は
無
常
に
、
浮
生
は
虛
僞
に
し
て
、
譬
う
る
に
朝
露
の
如
く
、
其
の
停
る
こ
と
幾
何
な
ら
ん
」
。「
京

い
く
ば
く

都
」
は
後
梁
の
都
の
江
陵
。
「
海
内
の
知
識
云
々
」
は
、
孔
融
「
論
盛
孝
章
書
」
（
『
文
選
』
卷
四
一
）
に
、「
海
内
知
識
、
零
落
殆
盡
」
。「
乃
ち
喟
然

云
々
」
は
、
潘
岳
「
西
征
賦
」（
『
文
選
』
卷
十
）
に
、
「
迺
喟
然
歎
曰
、
古
往
今
來
、
邈
矣
悠
哉
云
々
」
。「
譬
う
る
に
朝
露
云
々
」
は
、
魏
武
帝
「
短

歌
行
」
（
『
文
選
』
卷
二
七
）
「
對
酒
當
歌
人
生
幾
何
、
譬
如
朝
露
去
日
苦
多
」
。「
迴
天
倒
日
云
々
」
は
、
陸
機
「
弔
魏
武
帝
文
幷
序
」（
『
文
選
』
卷
六

十
）「
夫
以
迴
天
倒
日
之
力
而
不
能
振
形
骸
之
内
、
濟
世
夷
難
之
智
而
受
困
魏
闕
之
下
」
。「
岱
山
磐
石
云
々
」
は
、
陸
機
「
五
等
論
」（
『
文
選
』
卷
五

四
）
「
使
萬
國
相
維
以
成
磐
石
之
固
、
宗
庶
雜
居
而
定
維
城
之
業
」
。
「
大
丈
夫
、
生
き
て
は
當
に
降
魔
す
べ
く
、
死
し
て
は
當
に
飼
虎
す
べ

し
。
如
し
其
れ
爾
ら
ず
ん
ば
、
修
禪
し
て
以
て
志
を
養
う
に
足
り
、
讀
經
し
て
以
て
自
ら
娯
む
に
足
ら
ん
。
富
貴
と
名
譽
は
、
徒
ら

に
人
を
勞
わ
す
耳
と
」。「
大
丈
夫
」
は
釋
迦
を
言
い
、
降
魔
と
飼
虎
は
彼
の
行
爲
。『
後
漢
書
』
列
傳
卷
二
四
、
梁
統
列
傳
の
附
傳
、
梁
竦
傳
に
、

「
竦
生
長
京
師
、
不
樂
本
土
、
自
負
其
才
、
鬱
鬱
不
得
意
。
嘗
登
高
遠
望
、
歎
息
言
曰
、
大
丈
夫
居
世
、
生
當
封
侯
、
死
當
廟
食
。
如
其
不
然
、
閑

居
可
以
養
志
、
詩
書
足
以
自
娯
、
州
郡
之
職
、
徒
勞
人
耳
」
。
「
乃
ち
其
の
簪
辨
を
棄
て
、
其
の
鬚
髮
を
剃
り
、
衣
納
杖
錫
し
、
聽
講
し
て

玄
を
談
ず
。
戰
國
、
未
だ
寧
か
な
ら
ず
、
身
を
安
ん
ず
る
に
地
無
く
、
自
ら
形
骸
を
厭
う
こ
と
、
桎
梏
よ
り
甚
し
く
、
苦
の
本
を
絶

た
ん
と
思
う
も
、
其
の
津
を
知
る
莫
し
」。「
戰
國
云
々
」
は
、
庾
信
「
爲
閻
大
將
軍
乞
致
仕
表
」（
『
庾
子
山
集
』
卷
七
）
に
、「
方
今
四
海
未
寜
、

三
方
鼎
峙
」
。
「
身
を
安
ん
ず
る
に
地
無
く
」
は
、
『
衆
經
撰
雜
譬
喩
』
卷
下
に
「
仰
視
山
頭
、
空
無
住
處
、
一
切
皆
熱
、
安
身
無
地
」
。
「
大
乘
の
經

に
曰
わ
く
、
説
・
行
の
如
き
者
、
乃
ち
是
れ
を
聖
と
名
づ
く
、
但
だ
口
の
言
う
所
に
あ
ら
ず
。
小
乘
の
偈
に
曰
わ
く
、
能
く
行
・
説

す
る
を
正
と
爲
す
。
行
わ
ざ
れ
ば
、
何
の
説
く
所
ぞ
。
若
し
説
く
も
行
う
能
わ
ざ
れ
ば
、
名
づ
け
て
智
者
と
爲
さ
ず
」。「
大
乘
の
經
云

々
」
は
そ
の
ま
ま
は
な
い
。『
十
住
經
』
卷
二
「
如
説
行
者
、
乃
得
佛
法
。
不
可
但
以
口
之
所
言
」（T

.
1
0
,
5
0
7
c
2
0
-
2
1

）
。「
小
乘
の
偈
云
々
」
は
、『
阿
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毘
曇
毘
婆
沙
論
』
卷
一
八
（T

.
2
8
,
1
3
3
c
1
1
-
1
2

）
。
「
顏
回
、
學
を
好
み
、
勤
め
て
前
非
を
改
め
、
季
路
（
子
路
）
、
未
だ
修
め
ず
し
て
、
後

語
を
聞
く
を
懼
る
る
に
至
り
て
は
、
功
は
勞
れ
、
智
は
擾
れ
、
神
を
役
し
命
を
傷
く
」。「
顏
回
云
々
」
は
、『
論
語
』
雍
也
篇
「
孔
子
對
曰
、

つ
か

み
だ

有
顏
回
者
、
好
學
、
不
遷
怒
、
不
貳
過
、
不
幸
短
命
死
矣
。
今
也
則
亡
、
未
聞
好
學
者
也
」。
ま
た
先
進
篇
。「
季
路
云
々
」
は
、『
論
語
』
公
冶
長
篇

「
子
路
有
聞
、
未
之
能
行
、
唯
恐
有
聞
」
。「
功
は
勞
れ
云
々
」
は
、『
文
心
雕
龍
』
養
氣
篇
「
是
以
曹
公
懼
爲
文
之
傷
命
、
陸
雲
歎
用
思
之
困
神
、
非

虛
談
也
」
。「
神
を
役
し
云
々
」
は
、
嵇
康
「
秋
胡
行
」
に
「
役
神
者
弊
、
極
欲
疾
枯
」
。「
道
を
爲
め
て
日
び
に
損
し
、
何
ん
ぞ
多
知
を
用
い
ん
」
。

お
さ

「
爲
道
日
損
云
々
」
は
、『
老
子
道
德
經
』
四
八
章
、「
爲
學
日
益
、
爲
道
日
損
、
損
之
又
損
、
以
至
於
無
爲
」
。
「
誓
い
て
其
の
形
を
枯
木
に
し
、

其
の
慮
を
死
灰
に
し
、
此
の
患
累
を
降
し
、
以
て
虛
寂
を
求
め
ん
と
欲
す
」。「
誓
い
て
云
々
」
は
、『
莊
子
』
齊
物
論
「
形
固
可
使
如
槁
木
、

而
心
固
可
使
如
死
灰
乎
」
。「
此
の
患
累
云
々
」
は
、
梁
武
帝
「
淨
業
賦
」
序
「
有
動
則
心
垢
、
有
靜
則
心
凈
。
外
動
既
止
、
内
心
亦
明
、
始
自
覺
悟
、

患
累
無
所
由
生
也
」
。
「
乃
ち
絶
學
箴
文
を
作
り
、
息
心
贊
と
名
づ
け
。
夫
の
周
廟
に
擬
す
」。「
乃
ち
絶
學
箴
文
云
々
」
は
、『
老
子
道
德
經
』

二
十
章
「
絶
學
無
憂
」
。「
息
心
贊
云
々
」
は
、『
後
漢
紀
』
卷
十
、
明
帝
紀
、「
沙
門
者
、
漢
言
息
心
、
蓋
息
意
去
欲
而
歸
於
無
爲
也
」。

全
文
を
譯
し
て
み
れ
ば
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

私
は
十
五
歳
で
文
章
を
綴
る
こ
と
を
貴
び
、
三
十
歳
で
は
世
俗
の
地
位
を
重
ん
じ
た
。
都
（
江
陵
）
が
混
亂
し
て
貴
人
が
衰
え
、
國

中
の
知
人
が
す
っ
か
り
亡
く
な
る
に
及
ん
で
、
た
め
息
な
が
ら
に
嘆
い
て
こ
う
言
っ
た
。「
考
え
て
み
る
に
、
太
陽
の
運
行
を
逆
に

返
さ
せ
る
ほ
ど
の
大
力
も
一
日
で
早
く
も
衰
え
、
泰
山
の
大
き
な
岩
石
の
强
固
さ
も
た
ち
ま
ち
滅
び
絶
え
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
は
っ

き
り
知
っ
た
。
世
の
中
は
無
常
で
あ
っ
て
、
人
生
は
ウ
ソ
僞
り
で
あ
り
、
例
え
て
み
れ
ば
朝
露
の
よ
う
に
、
止
ま
っ
て
い
る
の
は
ほ
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ん
の
短
い
閒
で
あ
る
。
大
丈
夫
た
る
も
の
、
こ
の
世
に
生
き
る
か
ら
に
は
、
釋
迦
の
降
魔
の
よ
う
に
行
う
べ
き
で
、
死
ぬ
に
際
し
て

は
施
身
飼
虎
の
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
出
來
な
い
な
ら
、
修
禪
し
て
志
を
養
う
こ
と
で
十
分
で
あ
り
、
讀
經
し
て
娯

し
む
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
富
貴
と
名
譽
は
、
む
や
み
に
人
々
を
徒
勞
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
宮
仕
え
に
つ
け
る
帽
子
と

簪
こ
う
が
い

を
棄
て
去
り
、
髮
と
髭
を
お
と
し
、
僧
衣
を
身
に
つ
け
錫
杖
を
手
に
持
っ
て
、
佛
敎
の
講
義
を
聽
き
、
佛
法
を
議
論
し
た
。
戰
亂
の

世
は
、
平
和
を
取
り
戻
せ
ず
、
身
を
安
ら
か
に
す
る
場
所
は
な
く
、
わ
が
肉
體
を
厭
う
思
い
は
、
手
か
せ
足
か
せ
以
上
の
も
の
で
、

苦
の
本
を
斷
ち
切
ろ
う
と
考
え
て
も
、
そ
の
渡
し
場
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
大
乘
の
經
典
（
『
十
住
經
』
）
に
は
、「
説
く
こ
と
と
行
う

こ
と
を
聖
と
名
づ
け
る
。
口
で
言
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
」
と
言
い
、
小
乘
の
偈
文
に
は
、「
行
う
こ
と
と
説
く
こ
と
が
出
來
る

の
を
正
と
す
る
。
行
う
こ
と
が
な
い
な
ら
、
説
く
こ
と
は
な
い
。
も
し
説
く
だ
け
で
行
う
こ
と
が
出
來
な
い
な
ら
、
智
者
と
は
言
わ

な
い
」
と
言
う
。
顏
回
は
學
を
好
ん
で
、
先
に
犯
し
た
誤
り
を
努
め
て
改
め
よ
う
と
し
、
子
路
は
師
の
敎
え
を
修
め
ず
に
、
批
評
を

耳
に
す
る
の
を
恐
れ
た
こ
と
を
考
え
て
み
る
と
、
功
績
は
疲
れ
さ
せ
、
知
惠
は
混
亂
さ
せ
、
精
神
は
使
い
つ
く
さ
れ
、
命
は
損
な
わ

れ
る
。
道
を
お
さ
め
て
日
び
に
減
ら
す
と
言
わ
れ
て
、
ど
う
し
て
多
く
の
知
を
用
い
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
肉
體
を
枯
木
の
よ
う
に

し
て
、
思
慮
を
死
灰
の
よ
う
に
し
、
こ
の
憂
い
を
降
ろ
し
、
靜
寂
な
世
界
を
追
い
求
め
た
い
と
誓
う
。
そ
こ
で
絶
學
の

箴

の
文
を

い
ま
し
め

作
り
、
息
心
の
讚
と
呼
び
、
か
の
周
の
廟
（
の
「
金
人
の
銘
」）
に
擬
え
る
。

う
た

典
據
と
さ
れ
る
文
章
を
す
べ
て
洗
い
出
し
記
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、『
論
語
』
、『
老
子
道
德
經
』・
『
莊
子
』、
そ
し
て
佛
典
、
ま
た
詩
文

を
下
敷
き
に
し
て
文
章
は
作
ら
れ
て
い
る
。
亡
名
の
俗
姓
は
宗
で
、
『
荊
楚
歳
時
記
』
の
著
者
、
宗
懍
は
同
時
代
の
一
族
で
あ
る
。
南
陽

の
望
族
で
、
世
よ
、
江
陵
に
住
ん
で
い
た
。
や
は
り
、
こ
の
時
代
の
知
識
人
と
同
じ
よ
う
に
、
儒
敎
、
道
家
（
道
敎
）、
佛
敎
を
等
し
く
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深
く
治
め
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
文
章
か
ら
も
伺
え
る
。
三
十
歳
ま
で
役
人
と
し
て
勤
め
、
よ
り
高
い
地
位
を
求
め
る
立
場
に
あ
っ
た
。

そ
の
生
活
を
捨
て
る
た
め
に
は
、
新
し
く
選
ぶ
次
の
世
界
へ
の
深
い
理
解
と
强
い
意
志
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
節
で
は
、
そ
の
點
を
文
中
の
「
大
丈
夫
」
の
一
語
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

第
三
節

亡
名
の
「
大
丈
夫
」

彼
よ
り
半
世
紀
ほ
ど
前
の
南
齊
の
周
顒
（
？
―
四
九
三
）
の
本
傳
（
『
南
史
』
卷
三
四
・
『
南
齊
書
』
卷
四
一
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
話

を
載
せ
る
。
周
顒
は
文
才
も
あ
り
、
ま
た
諸
子
百
家
の
學
を
治
め
、
佛
敎
に
は
特
に
通
じ
て
い
た
貴
人
で
あ
る
。
彼
の
著
し
た
「
三
宗
論
」

は
、「
空
假
」
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
僧
の
智
林
も
稱
贊
す
る
ほ
ど
の
出
來
映
え
で
あ
っ
た
。
妻
帶
し
、
宮
仕
え
を
問
題
な
く
こ
な

し
、
休
沐
ご
と
に
、
鍾
山
（
都
の
建
康
郊
外
に
位
置
す
る
山
。
多
く
の
寺
院
が
建
て
ら
れ
た
）
の
西
に
あ
る
隱
れ
庵
に
獨
り
步
を
運
び
、

張
融
ら
と
玄
談
に
興
じ
た
り
、
あ
る
い
は
、
僧
侶
と
交
わ
り
、
思
索
に
耽
っ
た
。「
休
沐
」
と
は
、
官
吏
が
五
日
も
し
く
は
十
日
ご
と
に

得
る
休
日
で
あ
る
。
周
顒
の
身
近
に
は
、
そ
の
學
識
に
お
い
て
一
目
置
く
若
者
、
何
胤
（
四
四
六
―
五
三
一
）
が
い
た
。
彼
も
經
書
を
修

め
る
と
と
も
に
、
佛
敎
に
も
精
通
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
何
胤
は
妻
を
娶
っ
て
い
な
か
っ
た
。
あ
る
時
、
文
惠
太
子
（
蕭
賾
。
南
齊
・
世

祖
武
帝
の
子
。
竟
陵
文
宣
王
子
良
の
兄
）
は
周
顒
に
訊
ね
た
。「
ソ
チ
の
佛
敎
へ
の
精
進
ぶ
り
は
何
胤
に
比
べ
て
ど
う
だ
」。
周
顒
は
答
え

る
。「
三
塗
八
難
か
ら
二
人
と
も
免
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
二
人
と
も
俗
累
を
抱
え
て
い
ま
す
」。
文
惠
太
子
「
ソ
チ
ど
も
の
俗
累
と
は
何
じ

ゃ
」。
周
顒
「
ワ
タ
シ
は
妻
、
何
胤
は
肉
」。
當
時
、
三
敎
は
棲
み
分
け
ら
れ
、
佛
敎
も
單
な
る
知
識
で
は
な
く
、
知
識
人
の
生
活
レ
ベ
ル

に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
周
顒
の
臨
機
應
變
の
應
對
を
示
す
も
の
と
し
て
史
書
に
採
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

「
菜
食
」
や
「
妻
帶
」
が
佛
敎
戒
律
と
の
關
わ
り
で
話
題
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
時
代
の
空
氣
が
讀
み
と
れ
よ
う
。
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こ
の
よ
う
な
風
潮
は
時
代
と
と
も
に
深
ま
り
、
僧
傳
に
は
、
官
位
を
捨
て
て
出
家
す
る
知
識
人
の
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
從
っ
て
、

亡
名
が
出
家
す
る
こ
と
も
全
く
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
や
彼
に
は
年
少
の
頃
か
ら
遁
世
の
志
向
が
强
く
、
妻
も
持
た
ず
、

山
や
溪
谷
に
氣
ま
ま
に
出
か
け
て
は
歌
を
口
ず
さ
む
の
を
樂
し
み
、
淸
談
家
の
阮
籍
の
生
き
方
を
理
想
と
し
て
い
た
。
才
能
豐
か
で
、
梁

の
元
帝
（
在
位
：
五
五
二
―
五
五
四
）
に
招
か
れ
て
詩
文
を
作
っ
て
稱
讚
さ
れ
た
が
、
い
つ
も
謙
虛
な
態
度
を
持
ち
續
け
た
と
、
『
續
高

僧
傳
』
は
記
す
。「
自
序
」
の
「
三
十
に
し
て
而
し
て
勢
位
を
重
ん
ず
」
と
は
少
し
く
食
い
違
う
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。

明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
道
宣
の
書
い
た
彼
の
傳
は
誰
か
の
作
っ
た
碑
名
・
塔
銘
に
基
づ
い
て
編
ま
れ
て
お
り
、
有
る
べ
き
僧
侶
の

姿
と
し
て
潤
色
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
亡
名
は
、
三
十
歳
ま
で
順
調
に
官
界
を
步
ん
で
き
た
の
で
は
な

か
ろ
う
。
官
界
で
過
ご
す
中
で
、
彼
の
意
向
と
は
異
な
る
事
態
が
た
び
た
び
起
こ
り
、
從
來
の
遁
世
へ
の
憧
れ
、
佛
敎
へ
の
深
い
共
感
、

さ
ら
に
戰
爭
に
よ
る
亡
國
の
憂
い
が
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
根
據
は
、
上
の
書
き
下
し
文
の
際
に
示
し
た
一
つ
の
注
記
で
あ
る
。

卽
ち
、「
大
丈
夫
、
生
き
て
は
當
に
降
魔
す
べ
く
、
死
し
て
は
當
に
飼
虎
す
べ
し
。
如
し
其
れ
爾
ら
ず
ん
ば
、
修
禪
し
て
以
て
志
を
養
う

に
足
り
、
讀
經
し
て
以
て
自
ら
娯
し
む
に
足
ら
ん
。
富
貴
と
名
譽
は
、
徒
ら
に
人
を
勞
わ
す
耳
と
」
の
一
文
で
あ
る
。「
大
丈
夫
」
は
、『
孟

の
み

子
』
滕
文
公
篇
下
に
「
天
下
の
廣
居
に
居
り
、
天
下
の
正
位
に
立
ち
、
天
下
の
大
道
を
行
い
、
志
を
得
れ
ば
、
民
と
之
に
由
り
、
志
を
得

ざ
れ
ば
獨
り
其
の
道
を
行
い
、
富
貴
も
淫
す
能
わ
ず
、
貧
賤
も
移
う
る
能
わ
ず
、
威
武
も
屈
く
能
わ
ず
、
此
を
之
れ
大
丈
夫
と
謂
う
」
と

み
だ

か

く
じ

述
べ
る
、
理
想
の
男
子
像
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
に
沿
っ
て
亡
名
は
官
界
を
生
き
て
き
た
。
し
か
し
、
今
や
こ
の
儒
家
の
理
想
像
を

捨
て
て
、
佛
敎
に
走
っ
た
の
で
あ
る
。

佛
敎
に
身
を
移
し
た
亡
名
の
理
想
は
當
然
、
釋
迦
で
あ
る
。
理
想
と
し
て
揭
げ
る
「
大
丈
夫
」
は
釋
迦
と
な
る
。
降
魔
は
釋
迦
成
道
の
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際
に
出
現
し
て
妨
害
し
よ
う
と
す
る
天
魔
波
旬
等
を
降
伏
さ
せ
た
こ
と
。
飼
虎
は
捨
身
飼
虎
。
餓
死
し
か
け
た
子
虎
と
母
虎
に
薩
埵
王
子

が
自
身
の
命
を
差
し
出
し
て
救
っ
た
本
生
譚
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
、
生
死
輪
廻
の
世
界
に
生
き
る
指
針
で
あ
る
と
亡
名
は
考
え

て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
う
一
つ
こ
こ
で
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
注
記
し
た
よ
う
に
、「
大
丈
夫
」
が
梁
竦
の
言
葉
に
基
づ
く

表
現
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の
裏
に
あ
る
心
情
も
重
な
る
點
で
あ
る
。
梁
竦
は
後
漢
政
權
樹
立
の
功
臣
の
一
人
、
梁
統
の
息
子
で
あ
る
。
彼

は
若
い
と
き
か
ら
學
問
を
積
み
、
二
十
歳
に
は
す
で
に
人
を
敎
え
る
ほ
ど
の
才
能
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
が
、
兄
に
連
坐
し
て
、
現
在
の
ベ

ト
ナ
ム
領
の
地
ま
で
流
さ
れ
た
。
途
中
、
沅
湘
を
渡
っ
た
時
に
は
、
こ
の
地
と
關
係
深
く
、
失
意
の
中
で
自
死
し
た
伍
子
胥
と
屈
原
を
悼

む
「
悼
騷
賦
」
を
作
る
程
の
文
才
も
兼
ね
備
え
、
班
固
も
賞
贊
す
る
ほ
ど
の
文
學
作
品
を
殘
し
た
。
そ
し
て
流
罪
が
解
け
て
本
郡
に
戻
っ

て
か
ら
は
、
閉
門
し
て
讀
書
と
詩
文
作
成
に
娯
し
み
を
見
つ
け
、
二
度
と
宮
仕
え
し
な
か
っ
た
。
自
分
の
能
力
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位
が
與

え
ら
れ
ず
、
氣
分
が
滅
入
り
、
高
い
地
に
登
っ
て
、
遠
く
を
眺
め
て
嘆
息
し
て
吐
い
た
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。「
大
丈
夫
の
世
に
居

る
や
、
生
き
て
は
當
に
侯
に
封
ぜ
ら
る
べ
く
、
死
し
て
は
當
に
廟
食
せ
ら
る
べ
し
。
如
し
其
れ
然
ら
ず
ん
ば
、
閑
居
し
て
以
て
志
を
養
う

可
く
、
詩
・
書
、
以
て
自
ら
娯
し
む
に
足
る
。
州
郡
の
職
は
、
徒
ら
に
人
を
勞
わ
す
耳
」（『
後
漢
書
』
列
傳
卷
二
四
、
梁
統
列
傳
の
附
傳
）。

亡
名
は
こ
れ
を
用
い
た
。
梁
竦
が
意
を
得
ず
に
在
野
で
過
ご
し
た
話
を
亡
名
は
ど
こ
か
で
讀
ん
で
い
た
。
恐
ら
く
『
東
觀
漢
記
』
で
あ
ろ

う
。亡

名
の
「
大
丈
夫
」
は
、『
孟
子
』
そ
し
て
梁
竦
の
提
示
す
る
儒
家
の
「
大
丈
夫
」
か
ら
佛
敎
の
「
大
丈
夫
」
に
移
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
亡
名
の
姿
を
示
す
も
の
で
、
釋
迦
「
大
丈
夫
」
こ
そ
が
、
佛
敎
者
と
し
て
生
き
て
い
く
亡
名
の
立
場
で
あ
る
。
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第
四
節

寶
人
銘
（
絶
學
箴
・
息
心
讚
）

亡
名
は
多
く
の
作
品
を
殘
し
て
い
る
が
、
上
述
の
「
自
序
」
以
外
に
自
ら
を
語
っ
た
作
品
は
な
い
。
諸
作
品
の
中
で
、
寶
人
銘
（
絶
學

箴
・
息
心
讚
）
を
最
も
重
要
な
も
の
と
考
え
て
い
た
た
め
、「
自
序
」
を
置
い
て
自
ら
を
明
ら
か
に
し
、
作
品
理
解
を
助
け
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
作
品
を
檢
討
し
て
み
よ
う
。

「
自
序
」
に
斷
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
周
の
宗
廟
に
刻
ま
れ
て
い
た
「
金
人
銘
」
に
基
づ
く
。『
孔
子
家
語
』
觀
周
篇
に
よ
れ
ば
、

孔
子
が
周
を
訪
ね
て
、
始
祖
の
后
稷
の
廟
に
入
る
と
、
そ
こ
に
「
金
人
」（
金
屬
製
の
人
像
）
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
口
は
三
箇
所
で

ふ
さ
が
れ
、
背
中
に
「
こ
れ
は
む
か
し
言
葉
を
愼
し
ん
だ
人
の
像
で
あ
る
」
と
文
字
が
刻
ま
れ
て
、
そ
の
人
物
が
語
っ
た
戒
め
の
言
葉
が

續
い
て
い
た
。
中
身
は
、
お
し
ゃ
べ
り
は
災
い
の
も
と
で
、
言
葉
を
發
す
る
に
愼
重
で
あ
る
べ
き
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
の

處
し
方
に
及
ん
で
い
る
。
口
が
三
箇
所
で
ふ
さ
が
れ
て
い
る
の
は
、
言
葉
を
愼
む
べ
き
こ
と
を
象
徵
す
る
。
亡
名
が
周
廟
の
金
人
に
擬
え

た
の
は
、
最
後
に
身
を
置
い
た
北
周
が
西
魏
の
『
周
禮
』
に
基
づ
く
政
治
を
踏
襲
し
、
儒
敎
を
中
心
に
置
い
た
こ
と
に
よ
ろ
う

。
（８）

「
寶
人
銘
」
で
は
、
周
廟
の
「
金
人
」
に
對
し
、「
法
界
の
如
意
寶
人
」
が
設
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
三
千
大
世
界
に
い
る
如
意
寶
珠

で
で
き
た
人
の
像
」
で
、
そ
の
身
は
九
箇
所
で
縛
っ
て
あ
る
。
こ
の
人
物
は
身
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
人
で
あ
っ
た
。
彼
が
吐
い
た
言

葉
は
膺
（
胸
）
に
刻
ま
れ
て
い
た
。
金
人
の
「
背
」
に
對
し
「
膺
」
を
設
定
し
た
の
は
、『
禮
記
』
中
庸
篇
に
「
子
曰
く
、[

顏]

回
の
爲

人

ひ
と
と
な
り

や
、
中
庸
を
擇
び
、
一
善
を
得
れ
ば
、
則
ち
拳
拳
服
膺
し
、
而
し
て
之
を
失
わ
ず
」
に
述
べ
る
よ
う
に
、
刻
ま
れ
た
言
葉
を
う
や
う
や
し

く
心
に
留
め
お
く
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
亡
名
は
、
身
を
燒
き
（
捨
身
）、
四
川
の
佛
敎
擴
大
に
寄
與
し
た
僧
崖
の
傳
、「
僧
崖
菩
薩
傳
一
卷
」
を
著
し
た
が
、
そ
れ
は
道
宣

『
續
高
僧
傳
』
卷
二
四
の
基
づ
く
史
料
で
あ
る
。
亡
名
が
こ
の
作
品
を
執
筆
し
た
の
は
、
師
事
し
た
兌
禪
師
（
後
出
）
と
の
關
係
か
ら
で
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あ
ろ
う
が
、
そ
の
描
寫
は
「
心
」
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る

。
こ
の
點
も
、
寶
人
の
言
葉
が
膺
（
胸
）
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
無
關

（９）

係
で
は
な
い
。
「
心
想
」
が
あ
ら
ゆ
る
苦
惱
や
閒
違
い
の
出
發
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
以
下
に
書
き
下
し
を
記
し
た
「
寶
人
銘
」
本

文
で
も
述
べ
ら
れ
る
。
出
典
を
明
記
し
た
い
く
つ
か
の
注
を
（

）
内
に
記
す
。

其
の
銘
に
曰
わ
く
、
法
界
に
如
意
寶
人
有
り
、
其
の
身
を
九
緘
し
、
其
の
膺
に
銘
し
て
曰
わ
く
、
古
え
の
攝
心
の
人
な
り
。
之
を
誡

め
よ
。
之
を
誡
め
よ
。
多
く
慮
る
無
か
れ
、
多
く
知
る
無
か
れ
。
多
く
智
れ
ば
事
多
く
、
意
を
息
む
に
如
か
ず
、
多
く
慮
れ
ば
失
多

く
、
一
を
守
る
に
如
か
ず
（
『
藝
文
類
聚
』
卷
一
七
、
人
部
「
頭
」
、
引
く
晉
・
張
敏
「
頭
責
子
羽
」
に
、
「
子
欲
爲
恬
淡
耶
、
則
當
如
老
聃
之
守

一
、
莊
周
之
自
逸
、
廓
然
離
俗
、
志
凌
雲
日
」
）
。
慮
る
こ
と
多
け
れ
ば
、
志
散
じ
、
知
る
こ
と
多
け
れ
ば
心
亂
る
。
心
亂
る
れ
ば
惱
み
を

生
じ
、
志
散
ず
れ
ば
道
を
妨
ぐ
。
謂
う
勿
か
れ
何
の
傷
み
あ
ら
ん
か
と
。
其
の
苦
し
み
悠
長
な
り
。
言
う
勿
か
れ
何
の
畏
れ
あ
ら
ん

か
と
。
其
の
禍
、
鼎
沸
す
。
滴
水
も
停
ま
ら
ざ
れ
ば
、
四
海
將
に
盈
ち
ん
と
し
、
纖
塵
も
拂
わ
ざ
れ
ば
、
五
岳
將
に
成
ら
ん
と
す
。

末
を
防
ぐ
は
本
に
在
り
、
小
と
雖
も
輕
ん
ず
る
不
れ
。
爾
の
七
竅
（
『
莊
子
』
應
王
帝
篇
「
儵
與
忽
謀
報
渾
沌
之
德
曰
、
人
皆
有
七
竅
、
以
視

な
か

聽
食
息
、
此
獨
無
有
」
）
を
關
い
、
爾
の
六
情
（
『
百
喩
經
』
卷
二
、
「
飮
木
筩
水
喩
」
に
、
「
汝
欲
得
離
者
、
當
攝
汝
六
情
、
閉
其
心
意
、
妄
想
不

お
お

生
、
便
得
解
脱
」
。
六
種
の
感
情
。
喜
怒
哀
樂
愛
惡
。『
文
選
』
卷
一
七
、
陸
機
「
文
賦
」
、「
及
其
六
情
底
滯
、
志
往
神
留
、
兀
若
枯
木
、
豁
若
涸
流
」
）

を
閉
じ
、
色
を
視
る
莫
か
れ
、
聲
を
聽
く
莫
か
れ
。
聲
を
聞
く
者
は
聾
、
色
を
見
る
者
は
盲
な
り
。
一
文
一
藝
は
、
空
中
の
小
蚋
、

一
技
一
能
は
日
下
の
孤
燈
な
り
。
英
賢
の
才
藝
は
是
れ
愚
弊
爲
り
て
、
淳
樸
を
捨
棄
し
、
淫
麗
に
耽
溺
す
。
識
馬
は
奔
り
易
く
、
心

猨
は
制
し
難
し
（
『
維
摩
詰
所
説
經
』
香
積
佛
品
、
「
以
難
化
之
人
，
心
如
猨
猴
，
故
以
若
干
種
法
，
制
御
其
心
，
乃
可
調
伏
」
。
『
廣
弘
明
集
』
卷

三
十
、
統
歸
篇
、
「
簡
文
蒙
預
懺
直
疏
幷
和
五
首
」
、
「
三
修
祛
愛
馬
、
六
念
靜
心
猿
（T

.
5
2
,
3
5
3
c
7
-
8

）
」
）
。
神
既
に
勞
役
す
れ
ば
、
形
必
ず
損
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斃
す
（
司
馬
談
「
論
六
家
要
旨
」
、「
凡
人
所
生
者
神
也
、
所
託
者
形
也
。
神
大
用
則
竭
、
形
大
勞
則
敝
。
形
神
離
則
死
」
）。
邪
徑
終
に
迷
い
（
『
世

説
新
語
』
言
語
篇
、
「
子
且
下
車
、
子
適
知
邪
徑
之
速
、
不
慮
失
道
之
迷
」
）
、
修
塗
（
遠
路
。
長
旅
。『
文
選
』
卷
二
六
、
陶
潛
「
始
作
鎭
軍
三
軍
經

曲
阿
作
」
詩
、「
目
倦
脩
塗
異
、
心
念
山
澤
居
」
）
永
に
泥
む
。
才
能
を
貴
ぶ
莫
か
れ
、
是
を
惛
懵
と
曰
う
。
拙
を
誇
り
巧
を
羨
う
は
（
『
老

し
た

子
道
德
經
』
四
五
章
、
「
大
直
若
屈
、
大
巧
若
拙
」
）
、
其
の
德
、
弘
か
ら
ず
。
名
厚
く
し
て
行
薄
け
れ
ば
、
其
の
高
き
は
、
速
に
崩
ず
。
徒

ら
に
汗
卷
を
舒
く
も
、
其
の
用
は
恆
な
ら
ず
（
『
老
子
道
德
經
』
四
五
章
、
「
大
成
若
缺
、
其
用
不
恆
」
）
。
内
、
憍
伐
を
懷
き
、
外
、
怨
憎

し
ょ
も
つ

ひ
ら

を
致
す
（
『
文
選
』
卷
二
三
、
嵇
康
「
幽
憤
詩
」
、
「
性
不
傷
物
、
頻
致
怨
憎
」
）
。
或
い
は
口
に
談
じ
、
或
い
は
手
に
書
き
、
人
の
令
譽
を
邀ま

ね

く
も
、
亦
た
之
が
醜
を

孔

し
く
す
。
凡
は
之
を
吉
と
謂
い
、
聖
は
之
を
咎
と
以
う
。
賞
悅
は
暫
時
に
し
て
、
悲
憂
は
長
久
な
り
。

は
な
は
だ

お
も

影
を
畏
れ
迹
を
畏
れ
（
『
南
史
』
卷
一
八
、
蕭
允
傳
、「
莊
周
所
謂
畏
景
避
迹
、
吾
弗
爲
也
」
。『
莊
子
』
漁
父
篇
、「
客
悽
然
變
容
曰
、
甚
矣
、
子
之

難
悟
也
。
人
有
畏
影
惡
迹
而
去
之
走
者
、
擧
足
愈
數
、
而
迹
愈
多
、
走
愈
疾
而
影
不
離
身
、
自
以
爲
尚
遲
、
疾
走
不
休
、
絶
力
而
死
。
不
知
處
陰
以

休
影
、
處
靜
以
息
迹
、
愚
亦
甚
矣
」
）
、
逾
よ
走
れ
ば
逾
よ
劇
し
く
、
樹
陰
に
端
坐
す
れ
ば
、
迹
は
滅
し
影
は
沈
む
。
生
を
厭
い
老
を
患

う
こ
と
、
思
い
に
隨
い
造
る
に
隨
え
ば
、
心
想
滅
す
る
が
若
く
、
生
死
長
絶
す
。
不
死
・
不
生
（
『
莊
子
』
大
宗
師
篇
、
「
無
古
今
而
後
能

入
於
不
死
不
生
」
）
は
、
相
無
く
、
名
無
く
、
一
道
は
虛
寂
、
萬
物
は
齊
平
な
り
（
『
莊
子
』
齊
物
篇
で
展
開
さ
れ
る
萬
物
平
等
觀
）
。
何
れ

が
勝
り
、
何
れ
が
劣
り
、
何
れ
が
重
く
、
何
れ
が
輕
く
、
何
れ
が
賤
し
く
、
何
れ
が
辱
に
し
て
、
何
れ
が
貴
く
、
何
れ
が
榮
な
ら
ん
。

澄
天
も
淨
を
愧
じ
、
皦
日
（
『
藝
文
類
聚
』
卷
八
二
、
草
部
下
、
引
く
「
晉
傅
玄
歌
詩
」
、「
照
以
皎
日
、
濯
以
淸
波
」
）
も
明
を
慙
じ
、
夫
の
岱

嶺
よ
り
安
く
（
『
文
選
』
卷
三
九
、
枚
乘
「
上
書
諫
呉
王
」
、
「
變
所
欲
爲
、
易
於
反
掌
、
安
於
泰
山
」
）
、
彼
の
金
城
よ
り
固
し
（
『
文
選
』
卷
五

一
、
賈
誼
「
過
秦
論
」
、「
始
皇
之
心
自
以
爲
、
關
中
之
固
、
金
城
千
里
」
）
。
敬
し
み
て
賢
哲
に
詒
る
（
『
晉
書
』
卷
九
二
、
文
苑
傳
・
李
充
傳
、「
風

人
司
箴
、
敬
貽
君
子
」
）
、
斯
の
道
は
利
貞
な
り
（
『
易
』
上
經
「
乾
」
、「
乾
、
元
亨
、
利
貞
」
）
。
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出
家
し
た
亡
名
は
、
定
慧
に
優
れ
、
長
安
と
鄴
都
の
地
に
名
を
馳
せ
た
孝
愛
寺
の
兌
禪
師
の
下
で
硏
鑽
を
積
ん
だ
。
北
周
で
は
夏
州
（
陝

西
省
）
三
藏
に
任
ぜ
ら
れ
、
州
内
僧
尼
の
規
律
を
掌
る
僧
官
に
も
つ
い
た
。
ま
た
多
く
の
佛
敎
著
作
を
も
の
し
て
、
僧
傳
で
は
義
解
僧
と

し
て
立
傳
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
の
本
傳
に
は
、
附
傳
と
し
て
弟
子
の
、
僧
琨
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
僧
琨
は
讀
經
に
優
れ
、
隋

の
時
代
に
は
二
十
五
衆
敎
讀
經
法
主
に
選
ば
れ
、
高
僧
の
佛
敎
論
の
拔
粹
作
品
『
論
場
』
を
撰
述
し
て
い
る
。
僧
琨
ば
か
り
で
な
く
、
後

に
北
周
の
武
帝
の
下
で
廢
佛
を
圖
っ
た
衞
元
嵩
も
か
つ
て
亡
名
の
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
亡
名
の
名
は
、
北
周
で
も
天
子
以
下
諸
貴
人
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
先
に
見
た
よ
う
に
還
俗
さ
せ
て
皇
帝
の
周
り

に
置
こ
う
と
考
え
る
の
も
、
政
權
に
と
っ
て
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
佛
敎
界
に
身
を
置
こ
う
と
す
る
彼
の
意
志
は
堅

く
、
北
周
の
國
政
を
專
斷
し
た
、
さ
す
が
の
大
冢
宰
の
宇
文
護
も
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。「
自
序
」
の
付
け
ら
れ
た
「
寶
人
銘
」
は
、

「
絶
學
箴
」
あ
る
い
は
「
息
心
讚
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
要
す
る
に
彼
が
選
び
行
き
つ
い
た
、
そ
う
し
た
生
き
方
を
綴
っ
た
も
の
と
言
え

よ
う
。

彼
の
作
品
と
し
て
著
錄
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
梁
末
の
豫
章
王
（
昭
明
太
子
の
孫
・
五
五
一
年
）
と
武
陵
王
（
梁
の
武
帝
の
第
八
子
。

五
五
二
年
）
の
舊
事
を
記
し
た
『
天
正
舊
事
』
を
除
い
て
、
出
家
後
の
作
品
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
先
に
言
及
し
た
「
僧
崖
菩
薩
傳
一
卷
」

と
「
韶
法
師
傳
一
卷
」
の
僧
傳
や
「
驗
善
知
識
傳
一
卷
」
の
靈
驗
記
の
他
に
、「
至
道
論
」
・
「
淳
德
論
」・
「
遣
執
論
」・
「
不
殺
論
」・
「
去

是
非
論
」

・
「
修
空
論
」

・
「
影
喩
論
」

・
「
法
界
寶
人
銘
幷
序
」・
「
厭
食
想
文
」

が
あ
る
。

（10）

（11）

（12）

（13）

こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
唯
一
遺
っ
た
作
品
が
「
寶
人
銘
」
で
、
知
解
の
否
定
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る

。
タ
イ
ト
ル
の
み
遺
っ
た
そ
の

（14）

他
の
作
品
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
佛
敎
眞
理
・
敎
義
を
説
い
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
こ
に
は
儒
敎
・
佛
敎
・
道
家
の
古
典
が
散
り
ば
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め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
外
來
宗
敎
が
中
國
に
入
っ
て
か
ら
五
百
年
以
上
を
經
た
、
亡
名
の
生
き
た
南
北
朝
末
期
の
時
代
に
は
、
中
國

人
の
宗
敎
と
し
て
の
佛
敎
が
求
め
ら
れ
胎
動
し
つ
つ
あ
っ
た
。
例
え
ば
そ
の
一
つ
、
天
台
宗
を
お
こ
し
た
智
顗
も
こ
の
時
代
に
生
を
受
け

て
い
る
。
中
國
佛
敎
は
當
初
以
來
、
漢
字
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
そ
の
始
ま
り
の
格
義
佛
敎
の
時
代
か
ら
中
國
古
典
の
タ
ー
ム
、
特
に
道

家
の
言
葉
で
説
明
し
理
解
さ
れ
て
き
た
。

上
で
見
た
「
寶
人
銘
」
に
も
儒
敎
や
道
家
の
言
葉
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
彼
の
敎
養
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
從
っ
て
、
作
品
に
用
い

ら
れ
た
言
葉
に
よ
っ
て
、
彼
を
道
家
的
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
言
葉
を
使
っ
て
、
彼
が
佛
敎
者
の
立
場
で
た
ど
り
つ
い
た
の

が
、
こ
の
作
品
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
敎
を
受
け
た
ギ
リ
シ
ャ
の
敎
父
た
ち
が
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
學
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
神
を
論
理
的
に
説

明
し
よ
う
と
し
た
行
爲
と
、
亡
名
ら
の
行
爲
は
一
脈
通
じ
て
い
る

。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
思
索
行
爲
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
國
的

（15）

佛
敎
は
成
立
し
て
行
き
、
や
が
て
ま
た
宋
學
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る
。

北
宋
の
文
人
で
あ
り
能
書
家
で
あ
っ
た
黃
庭
堅
（
一
〇
四
五
―
一
一
〇
五
）
は
、
禪
佛
敎
に
關
心
を
寄
せ
僧
侶
と
も
多
く
交
遊
を
持
っ

た
が
、
亡
名
の
「
息
心
銘
」
を
書
寫
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
僧
知
海
が
石
に
刻
む
の
に
供
す
る
た
め
で
あ
り
、
叢
林
の
無
秩
序

を
戒
め
る
役
割
を
ね
ら
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た

。
亡
名
が
沒
し
て
か
ら
す
で
に
五
百
年
以
上
た
っ
て
い
て
も
、
そ
の
内
容
は
色
あ
せ
る

（16）

こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
思
索
の
深
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
全
文
を
譯
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

そ
の
銘
に
曰
う
。「
三
千
大
千
世
界
に
如
意
寶
珠
で
で
き
た
人
像
が
あ
る
。
そ
の
身
は
九
箇
所
で
縛
ら
れ
て
、
そ
の
胸
に
以
下
の
よ

う
に
書
い
て
あ
る
。
い
に
し
え
の
、
心
を
御
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
で
あ
る
。
誡
め
よ
。
誡
め
よ
。
多
く
思
慮
し
な
い
よ
う
に
。
多

く
知
識
を
持
た
な
い
よ
う
に
。
多
く
知
識
を
持
て
ば
、
事
柄
が
多
く
な
り
、
意
識
を
止
め
る
に
及
ば
な
い
。
多
く
思
慮
す
れ
ば
失
う
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も
の
は
多
く
、
お
お
も
と
だ
け
を
守
る
に
及
ば
な
い
。
思
慮
す
る
こ
と
が
多
い
と
志
向
は
分
散
し
、
知
識
が
多
い
と
心
は
亂
れ
る
。

心
が
亂
れ
る
と
惱
み
が
生
ま
れ
、
志
向
が
分
散
す
る
と
、
眞
の
道
を
妨
げ
る
。
言
っ
て
は
な
ら
な
い
、
何
も
そ
こ
な
わ
な
い
と
。
そ

の
苦
し
み
は
長
い
。
言
っ
て
は
な
ら
な
い
、
何
も
畏
れ
な
い
と
。
そ
の
禍
は
沸
き
た
っ
て
い
る
。
滴
る
水
も
止
ま
ら
な
い
な
ら
、
四

方
の
海
水
は
一
杯
に
な
り
、
細
か
い
塵
も
拂
わ
な
い
な
ら
、
高
い
五
岳
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
末
を
防
ぐ
に
は
本
を
お
さ
え
る
こ

ち
り

と
。
些
細
な
こ
と
で
も
輕
く
見
て
は
な
ら
な
い
。
お
ま
え
の
七
つ
の
竅
を
閉
め
、
お
ま
え
の
六
根
を
閉
ざ
し
、
外
の
物
を
見
な
い
よ

あ
な

う
に
、
聲
を
聞
か
な
い
よ
う
に
。
聲
を
聞
く
者
は

聾

で
あ
り
、
外
の
物
を
見
る
者
は

盲

で
あ
る
。
一
篇
の
文
章
・
一
つ
の
經
學

み
み
し
い

め
し
い

は
、
空
中
の
小
さ
な
蚋
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
一
つ
の
技
術
・
一
つ
の
能
力
は
太
陽
の
下
の
一
つ
の
燈
火
の
よ
う
な
も
の
。
傑
出

か

し
た
人
物
の
（
小
賢
し
い
）
才
能
は
道
理
に
通
じ
ず
、
淳
樸
さ
を
捨
て
去
り
、
華
麗
さ
に
溺
れ
る
。
意
識
は
馬
の
よ
う
に
奔
走
し
や
す

く
、
心
は
猿
の
よ
う
に
落
ち
着
き
な
く
、
制
御
が
き
か
な
い
。
精
神
が
勞
苦
す
る
と
、
肉
體
は
必
ず
死
ぬ
。
曲
が
っ
た
小
道
は
最
後

ま
で
迷
い
、
長
旅
は
永
遠
に
滯
る
こ
と
に
な
る
。
才
能
を
貴
ば
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
を
暗
い
と
い
う
。
巧
拙
を
誇
り
、
羨
望
す
る
な

ら
、
そ
の
德
は
廣
く
は
な
い
。
名
聲
が
大
き
く
、
行
爲
が
わ
ず
か
で
あ
る
と
、
高
い
地
位
は
す
ぐ
に
崩
れ
去
る
。
漫
然
と
書
籍
を
開

い
て
も
、
そ
の
效
用
は
恆
常
的
で
は
な
い
。
内
に
は
驕
り
高
ぶ
り
、
外
に
は
恨
み
憎
し
み
を
生
む
。
口
で
語
り
、
手
で
書
く
よ
う
な

こ
と
を
す
れ
ば
、
よ
き
評
判
を
ま
ね
く
こ
と
に
な
る
が
、
ま
た
こ
れ
が
憎
し
み
を
大
き
く
す
る
。
凡
人
は
こ
れ
を
吉
と
思
い
、
聖
人

は
こ
れ
を
咎
と
考
え
る
。
稱
讚
の
喜
び
は
し
ば
ら
く
だ
け
で
、
悲
痛
は
長
く
續
く
。
影
を
畏
れ
足
迹
を
恐
れ
る
こ
と
は
、
走
れ
ば
走

る
ほ
ど
激
し
く
な
り
、
樹
の
陰
に
正
座
す
る
と
、
足
迹
は
消
え
て
影
は
姿
を
か
く
す
。
生
を
厭
い
老
を
憂
う
る
こ
と
は
、
心
の
思
い

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
も
の
で
、
心
の
想
い
が
消
え
て
し
ま
え
ば
、
生
死
は
永
遠
に
絶
え
る
。
不
死
で
あ
り
不
生
で
あ
り
、
無
相
（
形

は
な
く
）
無
名
（
名
は
な
い
）
で
あ
る
。
道
は
靜
寂
で
あ
っ
て
、
萬
物
は
き
ち
ん
と
整
っ
て
い
る
。
ど
れ
が
勝
れ
、
ど
れ
が
劣
り
、
ど
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れ
が
重
く
、
ど
れ
が
輕
く
、
ど
れ
が
賤
し
く
、
ど
れ
が
辱
し
く
、
ど
れ
が
貴
く
、
ど
れ
が
譽
れ
か
と
言
う
こ
と
は
な
い
。
澄
ん
だ
大

空
さ
え
そ
の
淸
淨
を
恥
じ
、
光
り
輝
く
太
陽
さ
え
そ
の
明
る
さ
を
羞
じ
る
。
泰
山
よ
り
も
安
泰
で
、
あ
の
堅
固
な
城
壁
の
め
ぐ
ら
さ

れ
た
關
中
よ
り
强
固
な
も
の
で
あ
る
。
敬
し
ん
で
賢
人
哲
人
に
詒
る
。
こ
の
敎
え
は
正
し
く
て
よ
き
も
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に
か
え
て

最
後
に
道
宣
の
亡
名
傳
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
道
宣
は
義
解
篇
に
亡
名
を
立
傳
し
、
上
で
見
た
「
寶
人
銘
幷
序
」
を
引
用
し
て
、

か
な
り
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
歷
代
三
寶
記
』
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
多
く
の
史
料
を
用
い
、
あ
る
い
は
亡
名
の
作
品
を
中
心

に
据
え
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
道
宣
の
亡
名
描
寫
に
は
、
ど
こ
か
『
史
記
』
老
子
傳
を
彷
彿
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
彼
を
老
子
的
隱
者
と
し
て
描
寫
し
て

お
り
、
老
子
の
思
想
の
體
現
者
と
見
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
ず
、
僧
名
の
「
亡
名
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
道
宣
が
命
名
し
た

の
で
は
な
い
か
ら
、
道
宣
自
身
の
直
接
關
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
僧
の
名
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
中
國
佛
敎

史
の
中
で
こ
う
し
た
名
は
皆
無
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
彼
よ
り
二
百
年
ほ
ど
後
の
唐
代
に
は
無
名
禪
師
（
七
二
二
―
七
九
三
）
が
い
る
。

師
が
彼
に
印
可
を
與
え
る
際
に
、
衆
僧
に
向
か
い
、「
ワ
シ
の
授
け
る
佛
法
に
は
名
前
が
な
い
（
吾
の
付
法
、
名
字
有
る
無
し
）」
と
語
っ

た
た
め
に
、
「
無
名
」
と
號
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
『
宋
高
僧
傳
』
卷
一
七
）。
亡
名
の
場
合
は
、
儒
敎
、
道
家
、
佛
敎
を
治
め
た
彼
自

身
が
自
ら
の
意
志
で
命
名
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、『
老
子
道
德
經
』
冒
頭
の
「
道
の
言
う
可
き
は
、
常
の
道
に

非
ず
。
名
の
名
づ
く
可
き
は
、
常
の
名
に
非
ず
。
名
無
き
は
、
天
地
の
始
め
に
し
て
、
名
有
る
は
、
萬
物
の
母
な
り
」
の
「
無
名
」
で
あ
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ろ
う
。
無
名
禪
師
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
僧
名
に
多
い
「
智
」「
慧
」「
道
」「
光
」「
眞
」
等
の
文
字
を
選
ば
な
い
の
は
、

「
無
名
」
が
そ
れ
ら
よ
り
何
倍
も
大
き
な
働
き
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
亡
名
の
僧
侶
と
し
て
生
き

て
い
こ
う
と
す
る
强
い
意
志
の
現
れ
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
彼
自
ら
「
寶
人
銘
」
を
「
絶
學
箴
」
と
も
呼
ぶ
と
言
う
の
は
、『
老
子
道
德
經
』
二
十
章
の
「
學
を
絶
た
ば
憂
い
無
か
ら
ん
」

に
基
づ
き
、
單
な
る
知
識
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
圖
す
る
。
そ
れ
は
、
「
寶
人
銘
」
の
中
に
「
多
知
多
事
は
意
を
息
む
に
如
か
ず
」
と
か

「
一
文
一
藝
は
空
中
の
小
蚋
に
し
て
、
一
技
一
能
は
日
下
の
孤
燈
な
り
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
肯
え
る
。

亡
名
を
老
子
に
擬
え
た
と
考
え
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
要
素
は
、
彼
の
最
期
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。『
史
記
』
は
、「
老
子
は
道
德
を

修
め
、
其
の
學
は
自
隱
無
名
を
以
て
務
と
爲
す
。
周
に
居
る
こ
と
之
を
久
し
く
し
、
周
の
衰
え
を
見
て
、
迺
ち
遂
に
去
る
。
…
…
是
に
於

い
て
老
子
、
迺
ち
書
上
下
篇
を
著
し
、
道
德
の
意
、
五
千
餘
言
を
言
い
て
、
而
し
て
去
り
、
其
の
終
る
所
を
知
る
莫
し
」
と
結
び
、
老
子

は
ど
こ
で
、
い
つ
亡
く
な
っ
た
か
分
か
ら
な
い
と
あ
る
。
亡
名
は
多
く
の
著
作
を
遺
し
、
弟
子
も
持
ち
、
世
閒
で
重
ん
じ
ら
れ
、
官
界
で

活
躍
し
、
貴
顯
と
の
交
わ
り
も
有
っ
た
。
し
か
る
に
道
宣
は
「
終
わ
る
所
を
知
ら
ず
」
と
記
す
。
ま
た
、
彼
の
俗
名
（
諱
）
は
失
わ
れ
た

と
費
長
房
が
言
う
の
も
不
思
議
で
あ
る
。
費
長
房
は
亡
名
よ
り
一
世
代
ほ
ど
若
い
が
、
北
周
の
武
帝
の
前
半
期
に
は
、
亡
名
と
僧
籍
を
共

に
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
時
、
亡
名
は
僧
侶
を
束
ね
る
夏
州
三
藏
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
費
長
房
が
亡
名
の
俗
名
は
失

わ
れ
た
と
言
い
、
そ
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
道
宣
も
そ
の
よ
う
に
言
う
。
亡
名
を
隱
者
と
し
て
描
寫
し
た
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

塚
本
は
、
西
魏
指
導
層
の
學
問
敎
養
に
ふ
れ
、
儒
學
と
共
に
佛
敎
、
道
家
の
古
典
に
精
通
し
て
三
敎
に
わ
た
る
形
而
上
學
的
な
論
議
（
玄

學
）
に
達
す
る
知
識
人
が
、
朝
廷
で
も
學
界
で
も
重
任
せ
ら
れ
貴
顯
社
會
に
厚
遇
せ
ら
れ
た

と
言
う
。
こ
の
傾
向
は
北
周
で
も
武
帝
廢

（17）
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佛
ま
で
は
續
い
て
い
た
。
亡
名
は
、
佛
敎
の
立
場
に
あ
る
と
は
言
え
、
そ
の
よ
う
な
時
代
が
求
め
る
知
識
人
と
重
な
る
人
物
の
一
人
で
あ

る
。道

宣
は
、
北
周
の
廢
佛
そ
し
て
隋
の
佛
敎
再
興
、
さ
ら
に
は
老
子
を
始
祖
と
す
る
唐
王
朝
の
道
敎
優
遇
と
佛
敎
排
除
を
、
閒
接
あ
る
い

は
直
接
に
見
聞
し
て
き
た
。
そ
し
て
彼
の
願
い
は
、
佛
敎
を
護
り
、
そ
の
優
秀
さ
を
樣
々
な
形
で
宣
傳
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

彼
の
撰
述
の
一
つ
『
續
高
僧
傳
』
は
、
梁
の
慧
皎
『
高
僧
傳
』
を
踏
襲
し
て
譯
經
・
義
解
以
下
十
科
に
分
け
て
秀
で
た
僧
を
立
傳
し
て
い

る
が
、
そ
の
上
で
新
し
く
護
法
科
を
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
科
目
に
入
れ
な
く
と
も
、
佛
法
を
護
っ
た
僧
侶
の
敍
述
は
至
る
所
に
見

ら
れ
る
。

ま
た
南
北
朝
時
代
の
道
敎
と
佛
敎
の
爭
い
の
中
で
、
佛
敎
側
が
道
敎
を
攻
擊
す
る
に
際
し
て
一
貫
し
て
取
っ
た
立
場
は
、
道
家
と
道
敎

を
峻
別
し
、
三
張
道
敎
の
い
か
さ
ま
ぶ
り
を
非
難
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
道
宣
が
亡
名
に
老
子
的
隱
者
像
を
重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
の

は
、
唐
朝
が
老
子
を
奉
じ
る
こ
と
と
繫
が
る
。
こ
れ
は
佛
敎
の
保
身
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。

亡
名
「
寶
人
銘
」
は
「
息
心
銘
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
北
宋
の
時
代
に
編
ま
れ
た
燈
史
『
景
德
傳
燈
錄
』
に
は
散
聖
の
作
品
と
し
て
、
傅

大
士
の
「
心
王
銘
」
等
と
同
じ
よ
う
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
散
聖
」
と
は
、
法
系
を
も
た
な
い
禪
僧
で
あ
る
。
あ
る
い
は
敦
煌
文
書
に

も
「
絶
學
箴
」
が
發
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
亡
名
を
禪
僧
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
で
見
た
よ
う
に
、
道
宣
は
彼
を
習
禪
篇
で

は
な
く
、
佛
敎
敎
理
の
硏
究
に
秀
で
た
僧
の
立
傳
と
さ
れ
る
義
解
篇
に
置
い
て
い
る
。
道
宣
は
、
中
國
的
敎
養
を
治
め
た
上
で
佛
敎
を
語

る
こ
と
の
で
き
た
側
面
を
重
く
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
爲
政
者
も
ま
た
同
じ
思
い
を
懷
い
て
亡
名
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
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注（
１
）
原
文
は
「
四
歳
、
授
孝
經
、
七
歳
、
誦
論
語
、
八
歳
、
誦
詩
、
十
歳
、
誦
尚
書
、
十
一
、
誦
易
、
十
二
、
誦
春
秋
左
氏
傳
・
國
語
、

十
三
、
誦
周
禮
・
禮
記
、
十
四
、
誦
成
侯
易
記
」（
『
魏
志
』
卷
二
八
、
鍾
會
傳
の
注
）。

（
２
）
原
文
は
「
吾
少
受
先
君
之
敎
、
能
言
之
年
、
便
召
以
典
文
。
年
九
歳
、
便
誨
以
詩
書
、
然
尚
猶
無
鄕
人
之
稱
、
無
淸
異
之
名
）」（「
誡

子
書
」[

『
藝
文
類
聚
』
卷
二
三]

）。

（
３
）
原
文
は
「
六
年
、
敎
之
數
與
方
名
。
七
年
、
男
女
不
同
席
、
不
共
食
。
八
年
、
出
入
門
戸
及
卽
席
飮
食
、
必
後
長
者
、
始
敎
之
讓
。

九
年
、
敎
之
數
日
。
十
年
、
出
就
外
傅
、
居
宿
於
外
、
學
書
計
、
衣
不
帛
襦
袴
、
禮
帥
初
、
朝
夕
學
幼
儀
、
請
肄
簡
諒
。
十
有
三

年
、
學
樂
誦
詩
舞
勺
、
成
童
舞
象
學
射
御
。
二
十
而
冠
、
始
學
禮
、
可
以
衣
裘
帛
、
舞
大
夏
、
惇
行
孝
弟
、
博
學
不
敎
、
内
而
不

出
」。

（
４
）
以
上
の
原
文
は
、「
夫
人
爲
子
之
道
、
莫
大
於
寶
身
、
全
行
以
顯
父
母
。
欲
使
汝
曹
立
身
行
己
、
遵
儒
者
之
敎
、
履
道
家
之
言
。

故
以
玄
默
沖
虛
爲
名
、
欲
使
汝
曹
顧
名
思
義
、
不
敢
違
越
也
。
古
者
盤
杅
有
銘
、
几
杖
有
誡
、
俯
仰
察
焉
、
用
無
過
行
。
況
在
己

名
、
可
不
戒
之
哉
）」（
『
魏
志
』
卷
二
七
、
王
昶
傳
）。

（
５
）『
梁
書
』
卷
四
一
、
王
規
附
傳
。
ま
た
彼
の
佛
敎
作
品
と
し
て
は
、「
周
經
藏
願
文
」（
『
廣
弘
明
集
』
卷
二
二
）
が
あ
る
。

（
６
）
才
知
を
備
え
た
僧
侶
を
還
俗
さ
せ
て
皇
帝
の
近
く
に
取
り
立
て
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
同
時
代
の
洪

偃
（
五
〇
四
―
五
六
四
）
も
還
俗
を
迫
ら
れ
た
が
、
彼
の
固
い
意
志
は
搖
る
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
（
『
續
高
僧
傳
』
卷
七
）。

（
７
）
こ
の
亡
名
の
作
品
は
、
八
世
紀
前
半
に
は
日
本
に
も
傳
わ
っ
た
（「
正
倉
院
雜
集
」[

コ
ロ
タ
イ
プ
複
製
本
「
聖
武
天
皇
宸
翰
雜
集
」、

一
九
二
一]

。
ま
た
近
年
、
國
立
國
會
圖
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
畫
像
配
信
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
書
家
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の
小
杉
榲
邨
に
よ
る
臨
模
本
で
あ
る
）。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
唐
以
前
の
字
體
を
殘
し
て
お
り
、
わ
ず
か
の
脱
落
部
分
は
見
ら
れ
る

も
の
の
、『
續
高
僧
傳
』
テ
キ
ス
ト
と
の
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
彼
の
文
集
（
『
無
名
集
』）
は
『
日
本
國
見
在
書
目

錄
』
に
著
錄
さ
れ
て
お
り
、
九
世
紀
末
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
８
）『
周
書
』
卷
二
、
文
帝
紀
下
に
、「
初
太
祖
以
漢
魏
官
繁
、
思
革
前
弊
。
大
統
中
、
乃
命
蘇
綽
・
盧
辯
、
依
周
制
、
改
創
其
事
、
尋

亦
置
六
卿
官
」
と
あ
る
の
を
參
照
。

（
９
）『
續
高
僧
傳
』
卷
二
七
、
釋
僧
崖
傳
で
は
、「
心
」
字
が
二
十
個
以
上
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
彼
の
特
異
な
「
心
舍
利
」
に
關
し

て
も
、
「
及
薪
盡
火
滅
、
骨
肉
皆
化
、
唯
心
尚
存
、
赤
而
且
濕
、
肝
腸
脾
胃
猶
自
相
連
、
更
以
四
十
車
柴
燒
之
、
腸
胃
雖
卷
、
而

心
如
本
。
兌
法
師
乃
命
收
取
、
葬
于
塔
下
。
初
未
燒
前
、
有
問
者
曰
、
菩
薩
滅
度
、
願
示
瑞
相
。
崖
曰
、
我
身
可
盡
、
心
不
可
壞

也
。
衆
謂
心
神
無
形
、
不
由
燒
蕩
。
及
後
心
存
、
方
知
先
見
」
と
記
す
。

（

）
去
是
非
之
心
。
古
く
は
『
莊
子
』
齊
物
論
篇
で
展
開
さ
れ
た
。
是
非
善
惡
と
い
っ
た
分
別
知
は
道
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
等
し
い

10

と
す
る
考
え
。
萬
物
平
等
觀
。
同
時
代
の
曇
遷
（
五
四
二
―
六
〇
七
）
に
も
「
亡
是
非
論
」
が
あ
る
。

（

）
解
脱
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
。

11
（

）
影
は
十
種
の
事
象
の
ひ
と
つ
。
光
を
遮
る
が
故
に
影
が
あ
る
。
こ
の
事
象
を
用
い
て
、
過
去
の
業
緣
に
よ
っ
て
現
在
の
身
あ
る
こ

12

と
に
喩
え
る
。
恐
ら
く
、
人
身
の
空
・
無
常
を
喩
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（

）
十
想
の
一
つ
。
諸
の
世
閒
の
飮
食
は
み
な
不
淨
の
因
緣
よ
り
生
じ
、
こ
と
ご
と
く
不
淨
と
觀
ず
る
行
法
。
食
不
淨
觀
、
穢
食
思
想
、

13

厭
惡
食
想
あ
る
い
は
厭
離
食
想
と
も
言
わ
れ
る
。

（

）
以
上
の
作
品
の
外
に
詩
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
五
苦
詩
」（
『
廣
弘
明
集
』
卷
三
十
、T.

52,3
58c

1-21

）
が
傳
わ
る
。

14
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（

）
Ｗ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
、
野
町
啓
譯
『
初
期
キ
リ
ス
ト
敎
と
パ
イ
デ
イ
ア
』

筑
摩
書
房
、
一
九
六
四
、
參
照
。

15
（

）
原
文
を
示
せ
ば
、「
梁
左
補
闕
宗
殆
、
以
文
學
行
義
知
名
。
梁
之
亡
也
、
殆
棄
其
官
族
出
家
、
號
無
名
。
後
周
欲
奪
其
志
、
命
大

16

臣
以
美
官
誘
之
、
無
名
自
陳
、
宗
國
顚
覆
、
反
俗
有
七
不
可
。
誓
言
哀
切
、
遂
不
奪
之
。
又
賦
五
苦
詩
、
詞
意
高
潔
、
時
多
傳
寫
。

觀
息
心
銘
、
似
其
晚
年
所
作
、
亦
似
悔
其
少
日
刻
意
於
文
章
耶
。
因
僧
知
海
請
書
此
篇
以
刻
石
、
爲
叢
林
雜
學
者
之
戒
、
故
爲
書

之
」（
劉
琳
等
校
點
『
黃
庭
堅
全
集
』
卷
二
六
、「
書
無
名
師
息
心
銘
」、
四
川
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）。

（

）「
北
周
の
廢
佛
」
硏
究
（
塚
本
善
隆
著
作
集
第
二
卷
『
北
朝
佛
敎
史
硏
究
』
第
八
「
北
周
の
廢
佛
」、
大
東
出
版
社
、
一
九
七
四
、

17

五
二
六
頁
）。


